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11月6円から8日までの3日間、遇質コミュニティーセンターで避賀町文化祭が開催

されました。日ごろ精魂込めて作った作品や一生懸命練習した芸能の成果が集結し、文

化祭は大いに盛り上がりました。

写真は、芸能まつりでの踊り（大坪いつ子さん・入江ミツ子さん）のワンシーン。親

子で踊る二人組、入江さんは今年で85歳になられるそうです。来年もすてきな踊りを披

露してくださいね。



1葛賀

釣り大会のもう一つの目的は、河川の清掃なのです。

たくさんのゴミを拾ってくれてありがとう。

l、． 義士： 三（とら＼1二一i■1－ 

おっ、ヒットかな？ゆっくり、ゆっくりリールを巻いて。

釣り大会の優勝者は次のとおりです。〔敬称略〕
◆コイ　一般の部
◆コイ　レディー・少年の部
◆フナ　一般の部
◆フナ　レディー・少年の部
◆ハゼ　一般の部
◆ハゼ　レディー・少年の部
◆他魚　一般の部
◆他魚　レディー・少年の部

柴田　義；離
吉井　　巧
鬼丸　浩一
竹中　博史
末吉　　厳
正我　惣一

徳永佑太助
青井∴∴鵠

F I S H

バケツにあふれるくらい釣れるといいな。
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釣れたてほやほやの魚です。

なかなかの大きさ（こ大満足

炊きたてのご飯をどうぞ。こ飯のトレーもお米でで　　友達と－猪に釣っていました。

きているそうです。環境にやさしいのが一番だね。　魚が釣れたところで、ハイ、ポーズ

到II承る毒と

糾）土師！
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ま元帥こ∴三 ふれあい 。。劉生大会 

11月3日、西川で恒例のおんがふれあい釣り大会が 

開催されました。この日は町内町外あわせて約1．200 

人の太公望が竿を出し、自侵の腕を競いました。子と 

もからお年寄りまでみんなか楽しそうに参加している 

姿に、西Iiiのヌシもいつ釣られるがと冷や汗を流して 

いたことでしょう。そんな釣り大会の風景を写真にし 

て集めてみました。 

ポチャンと飛び出た

「ハゼ」でやんす。

とうとう釣られちゃ

いやんした。

「うまい餌には飛び
つくな」ということ

＿　　　「聾

ま
だ
か
な
、
ま
だ
か
な
。
な
か
な
か
お
魚
さ

ん
釣
れ
な
い
ね
。
だ
け
ど
絶
対
大
き
な
の
を

釣
る
か
ら
ぬ
。

と
に
か
く
多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
1
、
－
1
5
人
で
し
た
。
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浪鬼松永加今
松塚尾元藤土

亮智智友宏啓
嗣子美紀明介

鵬土中梶浦石群
立屋北原上稲澤

直　　卓良質典久
子円史子裕子美

醒

こ
の
名
簿
は
1
1
月
1
6
日
現
在
の
住
民
票
を
も
と
に
作
成
し
て
い

ま
す
。
名
前
が
載
っ
て
い
な
い
人
、
名
前
に
間
違
い
の
あ
る
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は

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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20歳の祭典

成人式∠ノ

●と　き●

1月15日（金）午前11時～

●ところ●

遠賀コミュニティーセンター

成人式の対象者にはi2月中旬に、ハガ

牛でご案内します。

成人式には就職や就学のために町内に

住所がない人でも参加できます。参加希

望者はi2月22日（火）までに教育委員会

社会教育課まで連絡ください。（家族や知

人でも結構です）

●問い合わせ　教育委員会社会教育課

℡（293）i234

天安　　　　　八宮築寛大山
野西　　　　　尋田城　　谷中

掌秀発受美濃芙聖宗

石原和　森鮭奈衰

崇宛　字葦季縛
恵子
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上手に芋が掘れました

今日は朝からワタフタです。11月7

日、遠賀川保育園の芋掘り遠足が行わ

れました。園児たちはスコップを片手

に大はしゃぎ。大きな芋を見つけるた

びに、大きな声があがっていました。

お父さんお母さんも手伝って畑の芋

は、アッという間に掘られました。み

んなで掘った芋は、みんなで分け合い

おうちに持って帰ったそうです。今日

のおやつは「焼きいも」かな？
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紺宰　一冊I隼雄嬬日華華 

胸を張って発表しました

青少年の主張大会

子どもは現代社会をどのように見つめてい

るのでしょうか。10月31日、中央公民館で青

少年の主張大会が開催されました。この日は

小学6年生から高校3年生まで16人の若者が

自分の主張を発表し、会場を沸かせました。

主張の内容は環境問題や国際交流など多分野

で、堂々とした話しっぷりに大人たちも顔負

けの様子。たいへん意義深い大会となりまし

た。

l蕊‘ ���1、、言諦 ！． 
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世
界
に
た
っ
た
ひ
と
つ
、

私
だ
け
の
作
品

一
日
ガ
ラ
ス
工
芸
体
験
教
室

色
鮮
や
か
な
ガ
ラ
ス
作
品
が
並
ぶ
真
新
し
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
ま

る
で
夢
空
間
。
そ
ん
な
別
府
の
「
ぐ
ら
す
ぎ
ゃ
ら
り
I
B
L
O
W

N
O
T
E
」
で
1
0
月
2
4
日
、
一
日
ガ
ラ
ス
工
芸
体
験
教
室
が
あ
り
、

2
4
人
の
参
加
者
が
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
製
作
を
楽
し

み
ま
し
た
。
指
導
に
あ
た
っ
た
B
L
O
W
 
N
O
T
E
の
小
西
さ

ん
は
約
2
0
年
前
に
ガ
ラ
ス
工
芸
の
世
界
に
入
り
、
現
在
で
は
毎
週
、

ガ
ラ
ス
工
芸
教
室
も
開
い
て
い
ま
す
。
「
遠
賀
町
に
も
貴
重
な
人
材

が
い
ら
し
だ
ん
で
す
ね
」
と
参
加
者
。
わ
ず
か
数
時
間
の
体
験
で
し

た
が
、
で
き
あ
が
っ
た
世
界
に
た
っ
た
ひ
と
つ
の
作
品
に
参
加
者

の
喜
び
も
ひ
と
し
お
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い

遠
賀
町
戦
没
者
追
悼
式

1
0
月
2
2
日
、
遠
賀
町
戦
没
者
追
悼
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
遠

賀
中
学
校
横
に
あ
る
慰
霊
塔
に
は
多
く
の
御
遁
族
が
訪
れ
、
戦
没

者
の
魂
を
追
悼
す
る
と
と
も
に
、
恒
久
平
和
を
祈
念
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
残
る
戦
争
の
爪
あ
と
に
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
過
去
の
大
戦
で
亡
く
な
っ
た
尊
い
魂
よ
、
ど
う
か
安

ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。



豊かな生きがいづくりを始めませんが〃

3趣味．・・・
M �指導項目 �指導者氏名 �指導回数・曜日 �時　間　帯 

I �毛筆習字　かな �丸井　結子 �月4回毎週火 �IO時00分～I2時00分 

2 �毛筆習字　かな �古賀　徳次 �月4回毎週火 �iO時00分～i2時00分 

3 �毛筆習字　かな �松尾　福治 �月4回火水全土のいずれか �9時30分～ii時30分 

4 �毛筆習字　漢字 �今井　秀直 �月i回第3土 �19時00分～Zi時00分 

5 �ペン習字 �松尾　福治 �月4回火水全土のいずれか �9時30分・－ii時30分 

6 � �桶　三善夫 �月1回第2土 �iO時00分・－i2時00分 

7 �裏千家茶道 �永島　妙子 �月4回毎週水 �IO時00分・）i2時00分 

8 �華　　道 �福田　幸子 �月2回第2・4金 �IO時00分～i2時00分 

9 �日　　舞 �福田　幸子 �月2回第2・4台 �IO時00分・－i2時00分 

IO �詩　　吟 �江頭　　賞 �月4回毎週水 �I9時00分・－Zi時00分 

ii �吟詠クラブ �小III文彦 �月2回第i・3金 �I3時30分～i5時30分 

iZ �民　　謡 �江藤　敏江 �月3回金 �i3時30分～i5時30分 

I3 �民謡と三味線 �益河　弥聖 �月2回第i・3日曜 �iO時00分～I2時00分 

I4 �カラオケ �室山　種市 �月4回毎週火 �iO時00分・－I2時00分 

iS �カラオケ �古賀　幸美 �月4回毎週火 �i3時00分～I5時00分 

I6 �尺　　八 �稗田　忠義 �月4回毎週土 �I9時00分・）2i時00分 

I7 �社交ダンス �衝藤　　勇 �月4回火水日のいずれか �i3時30分～i5時30分（夜間可） 

I8 �社交ダンス �神谷∴庸美 �月4回毎週土 �I3時30分～i5時30分 

I9 �社交ダンス �泉原のり子 �月4回毎週水 �I3時30分～i5時30分 

20 �粘土工芸 �重本恵美子 �月2回第2・4水 �iO時00分～i2時00分 

2I �居合道 �中田　和信 �月4回毎週土 �I3時00分～i5時00分 

22 �日本刀の釜定 �松本　　隆 �月4回毎週日曜 �9時30分～Ii時30分 

＠イ38

M �指導項目」， �指導者氏名 �i指導回数・曜日 �時　間　帯 

I �郷土民話 �吉野　千年 �月i回第i土以外可 �I9時00分～Zi時00分以外可 

2 �郷土歴史 �吉野　千年 �月i回第1土以外可 �i9時00分－Zi時00分以外可 

※「紙作り」は11年度は募集しません。
※「わら細工」「竹細工」は材料、時期の都合で他の公民館講座等で

行いますので募集しません。
※月曜日は終日、木曜日の昼間は講座はありません。

学
級
宜
を
霧
殊
し
ま

（
い
ざ
い
き
ふ
れ
あ
い
学
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，ノー、ヽ二・＼「 � ������ 

町民の皆さんが気軽（こ、楽しく、豊かな生きがいづく

りを始めていただくために、中央公民館では、そのキツ

カケ作りとして、「いきいきふれあい学級」を開設してい

ます。

平成10年度は、「お菓子作り」「社交ダンス」「着付け」

「カラオケ」「華道」「ペン習字」の6学級が生まれまし

た。学級を終えられた方々は地域での活動に励んであら

れます。

本年度の活動も多数の皆さんの参加のもとに、終了の

時期を迎えようとしています。引き続き平成11年度の「い

1家庭生活．日常生活．

楽しく、
きいきlふれあい学級生」の募集を開始します。奮って御

参加ください。多くの方々の参加をお待ちしています。

●11年度は6学級内を開設する予定です。

●10名以上の参加人員があれば開設します。

●10回講座で、参加費は要りません。ただし、材料費

は参加者の実費負担とします。

●10回講座を終了した後は、学習したグループで出来

るだけ自主的活動を開始していただくようお願いし

・・・績親鶏
M �指導項目 �指導者氏名 �指導回数・曜日 �時　間　帯 

i �お菓子作り �矢島　昭子 �月2回第2・4水 �iO時00分・）I2時00分 

2 �着付け �吉村　和子 �月4回毎週金 �i9時00分・－Zi時00分 

3 �添上み　物 �柳野エミ子 �月2回第I・3火 �i9時00分～2I時00分 

4 �ヤ �竹内　康子 �月2回第2・4火 �iO時00分～i2時00分 ノート77ワー 

5 �趣味の園芸 �松本　　隆 �月2回第2・4日 �9時30分～ii時30分 

6 �盆　　栽 �矢野　隆好 �月2回第i・3金 �I3時00分・－i5時00分 

7 �庭木の手入れ �内之倉益穂 �月2回第2・4台 �I3時30分・－i5時30分 

8 �日赤救急法 �奥村　弘子 �月4回毎週火 �IO時00分・－I2時00分 

9＠②

M �指導項目 �指導者氏名 �指導回数・曜日 �時　間　帯 

i �伝統俳句 �安部　紫流 �月I回第2水 �i9時00分一一2I時00分 

2 �簿記入門 �田中　靖人 �月2回第2・4土 �9時30分・－ii時30分 

園申し込み・問い合わせ �念 

参加を希望される方は、「参加希望申込書」に記入して中央公民館に申し込んで ください。参加できる学習項目は一覧表の通りです。 ●申込ゐ期間平成10年12月15日（火）－平成11年1月29日（金） ●申込み場所遠賀中央公民館事務室℡293－1355 ●参加申込書は、遠賀中央公民館、遠賀町役場玄関ロビー、ふれあいの里、 コミュニティセンターにおいています。 ●開設状況については、「ネットワーク」で順次お知らせします。 �鯵 
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青柳内科小児科医院
浅　　　木　　　病　　　院
え　と　う　小　児　科　医　院

罵　村　整　形　外　科　医　院
川　　　渕　　　医　　　院
鍾　愛　記　念　病　院
たなか内科胃腸科医院
橋本内科胃腸科医院
花野外科胃腸科循環器科医院

事前iこ電話連絡してがら受けてください
問い合わせは各病院へ

建康の蓮人／ニl節（

電車愛車健康の轍はなんですか？ 「
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∴
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こ
の
表
彰
は
、
国
民
側
廉
保
険
に
加
入
し
、
∵
隼
以
士
、
一
度
も
病
院
に

か
か
ら
な
か
っ
た
健
康
な
家
族
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
表
彰
の
対
象
は
平

成
1
0
年
3
月
ま
で
に
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
で
す
。
受
賞
さ
れ
た
家

族
に
は
1
2
月
士
旬
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
踊
ら
れ
ま
す
。
ま
た
五
年
間
病
気

に
か
か
ら
な
か
っ
た
家
族
に
は
特
別
表
彰
と
し
て
、
別
に
表
彰
状
と
誌
念
品

が
咽
ら
れ
ま
す
。

症
状
が
徐
々
は
進
め
ま
す

「
ふ
つ
う
の
か
ぜ
」

高
熱
で
発
病
し
ま
す

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

「
ふ
つ
う
の
か
ぜ
」
は
、
く
し
ゃ
み
、

鬼
み
ず
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
鼻
み
ず
ほ

次
第
に
青
鬼
に
な
っ
て
き
て
、
苑
づ
ま

り
も
強
く
な
り
ま
す
。
こ
の
程
度
の
と

き
に
休
糞
す
れ
ば
、
治
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
多
い
の
で
す
か
、
ウ
イ
ル
ス
が
の

ど
　
（
咽
頭
）
　
か
ら
奥
の
喉
頭
ま
で
活
か

す
よ
う
に
な
る
と
、
声
が
れ
や
せ
き
が

で
て
き
ま
す
。

通
常
は
熱
は
で
な
い
か
、
で
て
も
3
8

度
ど
ま
り
で
長
引
か
ず
に
治
る
も
の
で

す
が
、
過
労
ぎ
み
だ
っ
た
り
無
理
を
し

た
り
す
る
と
、
気
管
支
炎
な
ど
を
お
こ

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
伝
染
性
も

強
く
、
症
状
も
重
い
悪
性
の
か
ぜ
で
す
。

多
く
の
場
合
は
突
然
悪
寒
が
し
て
、
3
8

度
か
ら
4
0
度
の
高
熱
が
で
て
、
急
激
に

発
病
し
ま
す
。
ま
た
、
せ
き
や
の
ど
の

痛
み
な
ど
の
呼
吸
器
障
害
の
ほ
か
に
、

頭
痛
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛
、
だ
る
さ
な

ど
全
身
的
な
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。
普

通
は
一
週
間
程
度
で
治
り
ま
す
が
、
肺

炎
な
ど
の
合
併
症
を
お
こ
す
危
険
性
も

あ
り
ま
す
。
予
防
接
種
を
受
け
て
い
れ

ば
感
染
し
な
い
か
、
感
染
し
て
も
症
状

が
軽
く
な
り
ま
す
。

受
賞
世
帯
一
年
表
彰
　
的
世
帯

五
年
表
彰
　
i
O
世
帯

芝
　
八
ル
エ
さ
ん

（
9
1
歳
）
田
圃
南

小
さ
い
頃
か
ら
病
気
は
ほ
と

ん
ど
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
と
い
っ
て
秘
訣
は

な
い
ん
で
す
が
、
食
べ
物
は
消

化
の
良
い
も
の
を
取
り
、
魚
や
肉
は
あ
ま
り
食
べ
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
生
活
の
中
で
自
分
の
こ
と
は
全
部
自
分

で
や
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
た
め
、
家
の
な
か
を
歩
き
回
る
こ
と

が
多
い
で
す
。

規
則
正
し
い
生
活
が
一
番
で
す
ね
。
早
く
喪
て
、
早
く
起
き

る
。
こ
れ
が
健
康
の
秘
訣
で
す
か
ね
。
そ
れ
と
暴
飲
暴
食
を
し
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
酒
は
飲
ま
な
い
ん
で
す
が

・
。
苦
は
マ
ラ
ソ
ン
を
し
て
い
た
の
で
健
康
と
体
力
に
は
自
信

が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
と
陸

上
の
審
判
を
し
て
ス
ト
レ
ス
を

解消しています。　　　　　「

山
本
　
辰
雄
さ
ん

（67歳）



インフルエンザ

かぜのウイルスにはi50とも200ともいわれるほど

多くの種類があります。その代表的なものがインフ

ルエンザウイルス。これにはA型、B型、C型の三

種頬があります。このウイルスは遺伝子の組み替え

がおこりゃすく、新型ウイルスに変身して大流行す

る危険性もあります。

インフルエンザの新型ウイルスは、鳥と豚と人間

の三角関係から生まれます。人間には感染しない烏

のインフルエンザウイルスと、人間のインフルエン

ザウイルスが、両方にかかる豚の体内でミックスさ

れると、人間にも感染する新しいウイルスが生まれ

るのです。

これは人間界にはなかったウイルスですから、抗

体もなく、大流行するのです。

善　　書 �書　　名 �出版社 

般 �宮城谷昌光 �太公望（上・中・下） 淳 �文塞春秋 

土師　　守 ��新潮社 

渡部　昇一 �自分の壁を破る人破れない人 �三笠書房 

詰内諾］ �人生方歳 “新・きものに強くなる〝 シリーズ �岩波書店 世界文化社 

囲 �石IIi清子編 

書 �アガサ・クリス �マン島の黄金 �早川書房 

ティー �ーゲノスティー最後の贈り物－ 

児 �いわむらかすお 荒井良二 �トガリ山のほうけん⑧ 　　　てっぺんの湖 �理論社 倦成社 

童 ��パスにのって 
角野　栄子 �魔女からの手紙 �ポプラ社 

書 �エルジェ �タンタン冒険旅行⑯かけた耳 �福音館書店 

課だお勧めの1冊

「母に輪線をあてるとき」

舛添要一善

この本は、介護が増えていくな

かで親を見ている人の粕神的、経

済的な苦労が率直にかかれていま

す。看護婦をしている私はもちろ

ん、普通の家庭の人にも勉強にな

るのではないでしょうか。

ii Qie

「
た
が
が
、
か
ぜ
・

さ
れ
ど
、
か
ぜ
」

で
高
熱
に
け
い
れ
ん
を
伴
っ
た
り
す
る

場
合
は
、
す
ぐ
に
医
師
に
相
談
し
ま
し

よ
う
○

か
ぜ
か
な
～
と
思
っ
て
も
軽
視
し
が

ち
な
も
の
。
し
か
し
「
か
ぜ
は
万
病
の

も
と
」
　
で
す
。
と
く
に
、
抵
抗
力
の
弱

い
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
糖
尿
病
や
心

臓
病
、
慢
性
の
呼
吸
器
病
な
ど
の
持
病

の
あ
る
人
、
過
労
ぎ
み
の
人
が
さ
ら
に

無
理
を
す
る
と
、
肺
炎
を
お
こ
す
な
ど

思
わ
ぬ
合
併
症
を
引
き
お
こ
し
ま
す
。

お
年
寄
り
が
肺
炎
を
お
こ
し
、
死
亡
す

る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
乳
幼
児
の
急
性
脳
症
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。

高
熱
が
四
日
以
上
も
続
い
て
呼
吸
困

難
や
胸
痛
が
で
た
り
、
ひ
ど
い
せ
き
や
た

ん
が
二
週
間
以
上
続
い
た
り
、
乳
幼
児

ひ
い
た
が
な
？

ひ
き
は
じ
め
に
治
し
ぢ
ゃ
え

か
ぜ
は
予
防
が
第
一
で
す
が
、
次
に

大
切
な
の
は
早
め
の
ケ
ア
で
す
。
長
び

か
せ
な
い
た
め
に
は
安
静
、
保
温
、
栄

饗
に
気
を
つ
け
る
こ
と
。

か
ぜ
か
な
～
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
日

の
う
ち
に
体
を
休
め
る
の
が
一
番
で

す
。
こ
れ
は
体
が
も
つ
ウ
イ
ル
ス
と
闘

う
カ
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
で

す
。
一
日
目
に
無
理
を
す
れ
ば
ふ
つ
う

の
か
ぜ
で
も
こ
じ
れ
る
ば
か
り
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ら
ば
な
お
の
こ
と
安
静

が
肝
心
で
す
。
無
理
し
て
学
校
や
会
社

に
行
け
ば
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
ウ
イ
ル
ス
を
周
囲
に
ば
ら
ま
く

こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。

保
温
簡

安
静
時
に
は
暖
か
く
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
外
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
き
に
も
冷
え
な
い
よ
う
に
注
意

が
必
要
で
す
。
熱
が
あ
る
場
合
、
頭
は

氷
ま
く
ら
で
冷
し
、
逆
に
手
足
は
温
め

ま
す
。
汗
を
か
く
の
で
下
着
や
寝
巻
き

は
ま
め
に
取
り
替
え
る
こ
と
。
ま
た
、

漫
室
の
湿
度
も
大
切
で
す
。
ゆ
げ
を
た

て
る
な
ど
し
て
湿
度
は
0
0
％
く
ら
い
に

保
つ
よ
う
に
し
ま
す
。

栄
養
用
饅

か
ぜ
に
は
お
粥
と
き
め
て
か
か
ら
ず

に
、
食
欲
が
あ
れ
ば
、
卵
、
豆
腐
、
鳥
の

さ
さ
身
、
白
身
魚
な
ど
、
消
化
が
よ
く
栄

養
価
の
高
い
も
の
も
、
温
か
く
調
理
し

て
食
べ
ま
し
ょ
う
。
ビ
タ
ミ
ン
C
と
ビ

タ
ミ
ン
B
群
は
消
耗
が
激
し
い
の
で
、

緑
黄
色
野
菜
や
大
豆
製
品
、
果
物
な
ど

も
で
き
る
だ
け
取
り
た
い
も
の
で
す
。

井
上
　
節
美
さ
ん（浅木）



●一カ月の保険料（平成10年度）

定額保険料 �付加保険料 

I3．300円 �400里＿　」 

●国民年金保険料控除額

一　か　月 �控　除　額 

（i月一3月）i2，800円 �38，400円 

（4月～i2月）i3，300円 �II9，700円 

1月～i2月までの合計 �I58，IO0円 

付加保険料　　　400円 �（i2か月）4，800円 

実 �力 �満 �載 
国 �民 �年 �金 
国民年金は年末調整・確定申告の控除対象です

保険料は忘れずIこ

今年の1月から12月までに納めた国民年金保険料
は全額が所得から控除されます。国民年金基金掛金

も同様です。控除額は次の表のとおりとなっていま

す。保険料は前納したり、さかのぼって納めたりで●一年分を前納した場合の保険料控除額
きますので、忘れないように納めましょう。

定額保険料だけの場合 �定額保険料＋付加保険料の場合 

I55，750円 �i60，430円 
詳しくは住民課国保年金係iこ

お尋ねください

熱　　根　　サ　　木　　バ �俳 �木　も　　三乗　　海月　　ど桃　　我胡 �鰻 �1賀■「 俳 
れ　子　ン　の　ス 柿　岳　ダ　実　停 ��「：言：「∴：「 

に　　に　　ル　　降　　の �句 遠 �杏葉　で碧　い背　輿育　て土 �歌 お 夕　雲　の　る　ふ 日　の　指　鈍∴∴た ��∴「：∴： ッ今淑∴誓房わシが佳日選 
日 の　か　先　揺　つ 彩　か　藤　堂　を池 �賀 俳 ��ん 聖 �短句 

をりらは歩田 行重水て加す縄二束き 定ね曹秋藤露手階永秋幸 た深の建キさ利 光る空し栄庭　ミく選 �友 句 会 抄 ��矯 歌 会 妹 坤 �ノ ∠mmeem 
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園
「
差
別
と
表
現
の
自
由
」

を
考
え
る

シ
リ
ー
ズ
五
回
目
は
差
別
語
の
実
態
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
な
た
は
表
面
的
な
理
論
だ
け
で
、
あ
る
言
葉
を
差
別
語
だ

と
決
め
つ
け
て
は
い
ま
せ
ん
か
つ

今
、
差
別
語
解
消
が
叫
ば
れ
て
い
る
反
面
、
「
こ
と
ば
狩
り
」
と
い
う

こ
と
も
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

差
別
は
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
あ
な
た
も
心
で
感
じ
て
く

だ
さ
い
。
差
別
語
の
実
態
と
は
な
ん
な
の
か
を
…
。

差
別
は
多
く
の
場
合
、
差
別
的
言
動

や
表
現
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

差
別
語
に
は
も
と
も
と
差
別
性
の
あ
る

も
の
、
後
に
な
っ
て
付
け
加
え
ら
れ
た

も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

が
固
有
の
歴
史
的
・
社
会
的
背
螺
が
あ

る
こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
る
と
こ
ろ
で
こ
ん
な
事
例
が
あ
り

ま
し
た
。
痴
呆
性
老
人
を
抱
え
る
家
族

た
ち
の
会
が
厚
生
省
か
ら
社
会
福
祉
法

人
の
認
可
を
得
た
そ
う
で
す
。
そ
の
会

の
名
は
「
呆
け
老
人
を
か
か
え
る
家
族

の会」。
「
呆
け
老
人
」
と
は
も
ち
ろ
ん
差
別

語
の
ひ
と
つ
で
す
。
し
か
し
、
組
織
内

で
議
論
を
か
さ
ね
た
結
果
、
「
実
態
を
知

ら
な
い
人
が
言
葉
だ
け
変
え
よ
う
と
す

る
の
は
、
英
の
思
い
や
り
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
、
あ
え

て
「
呆
け
老
人
」
を
名
称
に
付
け
た
そ

う
で
す
。

こ
の
こ
と
は
　
「
言
葉
を
生
か
す
か
、

言
葉
を
狩
る
か
」
と
い
う
問
題
の
な
か

で
、
多
く
の
惑
味
を
含
ん
だ
教
訓
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。



S謹
みん掛てました結果

「－

一書臆し ’交通安全 
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▼
男
子
の
部

優
　
勝
　
遠
賀
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

準
優
勝
　
遠
賀
川
B

▼
女
子
の
部

優
　
勝
　
遠
賀
川

準
優
勝
　
遠
賀
レ
デ
ィ
ー
ス

漢
少
年
柔
道
大
会
S

n
月
1
日
、
第
一
武
道
場
で
少
年
柔

道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
試
合
で

は
、
鮮
や
か
な
技
が
繰
り
出
し
、
一
本

勝
ち
の
場
面
も
。
柔
よ
く
剛
を
制
す
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
ね
。

園
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
S

H
月
1
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ

で
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
に
プ
レ
イ
し
て

い
ま
し
た
。

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

i
i
l
i
減
り
両
肌
翳

第
三
位
　
青
野
　
人
士

▼
小
学
四
年
生
の
部

優
　
勝
　
入
江
　
正
登

第
三
位
　
安
藤
雄
一
郎

▼
小
学
五
年
生
の
部

準
優
勝
　
田
中
　
紀
行

▼
小
学
六
年
生
の
部

優
　
勝
　
村
田
秀
太
郎

準
優
勝
　
松
田
　
啓
信

書
全
国
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
S

n
月
7
日
、
8
日
に
神
奈
川
県
で
開

催
さ
れ
た
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
遠
賀
町
か
ら
池
田
増
子
さ
ん
が

出
場
し
ま
し
た
。
池
田
さ
ん
は
出
場
し

た
「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
」
、
「
砲
丸
投

げ
」
　
の
二
種
目
と
も
優
勝
を
果
た
し
、

二
つ
の
金
メ
ダ
ル
。
「
優
勝
で
き
る
な
ん

て
全
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
本

当
に
嬉
し
い
で
す
」
と
喜
び
の
笑
み
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
ダ
ブ
ル
の
全
国

制
覇
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1
盤
　
上
」

な
お
、
遠
賀
町
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

団
体
戦

優
　
勝
　
遠
賀
A
チ
ー
ム

個
人
戦

▼
幼
年
の
都

準
優
勝
　
前
田
　
拓
也

▼
小
学
二
年
生
の
部

準
優
勝
　
村
田
将
太
郎

▼
小
学
一
一
一
年
生
の
部

山



情
Living

Information

報

●　中央公民館　●

鰯鱈砕嫡膨
●教示物置

水量酉

●1示細■

12月25日（金）まで

●　　　　　　　　　　　●

平成10年度

工業統計調査に
ご協力を！

12月31日に工業統計調査と石

油等消押構造統計調査が行われ

ます。調査票に記入された内容

は、統計以外の目的で使われる

ことはありませんし、秘密は固

く守られます。ご協力お願いし

ます。

●悶査対象

製造業に属する事業所

●調査方法　調査員が対象事業

所に調査票を配布し、後日回

収します

●問い合わせ　産業課農政商工係

＠匂i4

＝I－＝　　　一 �Sm SO●＿ � 

ごみの収集 �．昇開園 �－ 　● 

12月30日（水）から1月3日（日）まで、－、＿∠

ごみの収集はお休みになります。休みの前後

はごみの量が増えますので、収集車の台数を

増やして対処します。このため、普段に比べ

て収集時間が早くなる地区があります。ごみ

は収集日の朝7時から8時までに出すようご

協力をお願いします。

く

ら

し

1
歳
半
健
康
診
香
が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
1
2
月
1
7
日
　
（
木
）

受
付
＝
午
後
1
時
1
0
分
－
1
時
0
0
分

健
診
＝
午
後
1
時
5
0
分
－

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
9
年
4
月
か
ら
6
月
生

ま
れ
の
幼
児

（
1
歳
6
か
月
～
1
歳
8
か
月
）

●
狩
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

健
診
票

（
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
）

●
内
容
　
身
体
測
定
、
小
児
科
医
・
歯

科
医
に
よ
る
診
察
、
保
健
婦
・
栄
養

士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
健
康
相
談

●
料
金
　
無
料

叫
紹

法
務
総
合
相
談
所
を

開
催
し
ま
す

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
本
年
1
2
月
を
「
世
界
人
権
宣

言
5
0
周
年
・
人
権
擁
護
委
員
制
度
5
0
周

年
記
念
月
間
」
と
し
、
記
念
行
事
と
し

て
法
務
総
合
相
談
所
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

●
と
き
　
1
2
月
2
3
日
　
（
水
）

午
後
1
時
1
4
時

●
と
こ
ろ
　
東
京
第
1
ホ
テ
ル
小
倉

2
階
小
宴
会
場
「
エ
メ
ラ
ル
ド
」

●
椙
駁
内
容
　
い
じ
め
・
体
調
・
差
別
・

人
権
・
法
律
・
登
記
・
戸
籍
・
供
託
・

相
続
・
扶
蛮
・
進
言
な
ど
の
問
題

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
法
務
局
北
九
州

支
局

℡
　
（
5
6
1
）
　
3
5
4
2

正
月
の
準
備
は

で
き
ま
し
た
が

門
松
カ
ー
ド
を

販
売
し
て
い
ま
す

遠
賀
町
鯨
つ
く
り
推
進
協
議
会
で
は
、
緑
の

保
全
、
な
か
で
も
海
岸
の
松
林
保
護
の
た
め
「
門

松
カ
ー
ト
」
を
服
完
し
て
い
ま
す
。
2
枚
一
組

で
0
0
印
で
す
。
ご
有
数
の
人
は
1
2
月
2
5
日
ま
で

に
役
場
虚
業
課
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。



カメラマンは小学四年生の末富和樹君

（10月18日午後9時30分撮影）

初夏の頃に咲く花と聞いていまし
たが、今ごろの季節に咲くのは珍し
いのではないでしょうか。育てて四

年目、やっと花を見ることができま
した。暗夜に白く浮き出し大きく開
花する姿は、まさに神秘的で感激し
ました。

i5＠匂

遠
賀
郡
各
町
対
抗

駅
伝
競
走
大
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
と
き
　
1
月
3
1
日
　
（
日
）

受
付
＝
午
前
8
時
2
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
周
辺
コ
ー
ス

●
種
目

◇
小
学
生
男
子
（
一
人
2
h
　
計
m
k
m
）

女
子
（
一
人
2
k
m
　
計
1
0
k
m
）

学
校
単
位
・
ク
ラ
ブ
単
位
で
各
チ
ー

ム
5
人

◇
中
学
生
男
子
（
一
人
4
血
　
計
2
0
k
m
）

女
子
二
人
2
血
　
計
1
0
k
m
）

一
学
校
単
位
で
各
チ
ー
ム
5
人

◇
一
般
男
子
　
（
一
人
4
鳳
　
計
2
0
k
m
）

各
町
単
位
で
各
チ
ー
ム
5
人

●
参
加
資
格

▽
小
・
中
学
生
に
つ
い
て
は
郡
内
の
学

校
に
在
籍
し
て
い
る
人

▽
一
般
男
子
に
つ
い
て
は
平
成
1
0
年
1
0

月
1
日
以
前
か
ら
郡
内
に
在
住
し
て

い
る
人

●
出
場
チ
ー
ム
数

▽
小
学
生
は
出
場
チ
ー
ム
の
制
限
な
し

▽
中
学
生
は
各
学
校
3
チ
ー
ム
ま
で
と

す
る

▽
一
般
男
子
は
各
町
3
チ
ー
ム
ま
で
と

す
る

●
申
し
込
み
　
1
月
8
日
　
（
金
）
　
ま
で

に
遠
賀
町
体
育
協
会
事
務
局
へ

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
4
3
4

お
便
り
い
た
だ
き
ま
し
た

「
季
節
外
れ
の
月
下
美
人
」

千
代
丸
　
末
富
　
　
明
さ
ん

ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー
で

ビ
デ
オ
映
画
を

上
映
し
ま
す

●
上
映
映
画
　
「
学
　
校
　
H
L

北
海
道
の
小
さ
な
街
に
あ
る
高
等
養

護
学
校
を
舞
台
に
、
あ
る
ク
ラ
ス
の

入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
三
年
間
に
起

こ
っ
た
様
々
な
出
来
事
を
、
静
か
に

優
し
く
つ
づ
っ
た
名
作

●
場
所
　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー
生

涯
学
習
室
2

●
日
時

1
2
月
1
3
日
（
日
）
・
1
9
日
（
土
）
・
2
0
日
（
日
）

午
前
1
0
時
～
・
午
後
1
時
～

1
2
月
1
5
日
　
（
火
）
・
1
8
日
　
（
金
）

午
前
1
0
時
～

1
2
月
1
6
日
　
（
水
）
・
1
7
日
　
（
木
）

午
後
1
時
～

※
上
映
内
容
は
全
て
同
じ
で
す

●
料
金
　
映
画
鑑
賞
は
無
料
で
す
が
、

ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー
の
入
館
料

が
必
要
で
す

●
問
い
合
わ
せ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン

ター℡
　
（
2
9
3
）
　
2
0
3
0

戦
没
者
の
父
母
な
ど
の
皆
さ
ん
へ

特
別
給
付
金
が

継
続
支
給
さ
れ
ま
す

第
1
6
回
特
別
給
付
金
「
い
」
号
の
国

債
の
支
給
を
受
け
た
戦
没
者
の
父
母
な

ど
で
、
平
成
1
0
年
4
月
1
日
に
公
務
扶

助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
権
利

ま
た
は
受
け
る
資
格
が
あ
り
、
平
成
1
0

年
3
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
氏
を
同
じ
く

す
る
子
も
孫
も
持
た
な
か
っ
た
人
に
、

額
面
百
万
円
の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
請
求
手
続
き
や
内
容
の
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
福
祉
課
福
祉
係
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
2
月
2
1
日
　
（
日
）

●
と
こ
ろ
　
九
州
共
立
大
学

●
試
験
種
類
　
乙
種
第
4
類

●
申
し
込
み
　
1
2
月
1
6
日
　
（
水
）
　
か
ら

1
月
1
4
日
　
（
木
）
　
ま
で
に
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
に
持
参
ま
た
は
郵
送

（
消
印
有
効
）

※
受
験
願
書
は
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防

課
に
あ
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予

防
課

℡
　
（
2
9
3
）
　
8
1
2
5

福
岡
県
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

●
と
き
　
2
月
1
4
日
　
（
日
）

受
付
＝
午
前
8
時
0
0
分
～
9
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
福
岡
市
大
藻
公
園

●
種
目
　
小
学
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま

で
の
各
学
年
の
部
・
男
女
、
中
学
生

の
部
・
男
女
、
高
校
の
部
・
男
女
、

一
般
の
部
・
男
女
、
オ
ー
プ
ン
参
加

の
部
・
男
女
共
通

●
参
加
費
　
小
・
中
・
高
校
生
が
七
百

円
、
そ
の
他
の
部
は
千
円

●
申
し
込
み
　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
参
加
料
と
官
製
は
が
き

（
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
た
も
の
）

を
同
封
し
て
、
県
民
会
議
事
務
局
へ

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

1
月
2
5
日
　
（
月
）
　
必
着
で
す
。
郵
便

の
場
合
は
、
郵
便
定
額
小
為
替
　
（
何

も
記
入
し
な
い
で
）
　
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

※
申
込
用
紙
は
遠
賀
町
青
少
年
育
成
町

民
会
議
に
あ
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4



元気な笑顔に包まれて

老人クラブ連合会
グラウンドゴルフ大会

＠②I6

虚you）

卓講鰍、■

●仕事はどうですか

指導員になって1年半になります。先蹄方が皆さん

とっても優しく、毎日笑って働ける明るい職場です。

指導則こなっても生徒さんから学びとることも多

く、毎日が勉強です。免許証をもって違いにきてく

れたりすると、とっても嬉しくて、励みになります。

今後もずーっと頑張っていきたいですね。

●趣味・特技は

夏はバイク、冬はスキーとカツコよく言いたいの

ですが、どちらもなかなか上達しないのか本音です。

それでも、時々愛車のホーネット（バイク）に乗っ

てツーリングに行っています。やっぱり風が気持ち

いいんですよね。

今年の冬は雪が降ってくれるようなので、スキー

がとっても楽しみです。

●尊敬する人物は

身近かにいるたくさんの人を常敬しているんです

が、その中でも一番尊敬しているのは兄です。小さい

ころから寂しいときにずーっと一・緒にいてくれました。

そのおかげで、とっても甘えん坊になりましかナビ…。

兄を尊敬している理由は良いことと悪いことをき

ちんと教えてくれたり、私が理解できないときに何

度も教えてくれたりするところ。とってもありがた

いと、いつも感謝しています。

●どんなタイプの男性が好きですか

夢を持っている人がいいですね。いつまでも子ど

もみたいにキラキラした目をしている人とか…。自

分が千どもっほいので、あんまり大人っぽい人はな

んだか緊張してしまうんですよね。
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心
豊
か
な
手
書
で
客
層
指
し
て

親
子
教
室
閉
会
式

1
1
月
槌
日
、
親
子
教
室
の
閉
会
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
親
子
教
室
は
2
1
世
紀
を
担
う
鮮
や
か

な
人
づ
く
り
と
、
子
育
て
に
良
い
環
墳
づ
く
り

諦
航
護
墨
謹
彊
弼
一

を鯨

健
康
と
ふ
れ
あ
い
の
た
め
に
、
日
月
1
2
日
、

総
合
運
動
公
園
で
老
人
グ
ラ
フ
連
合
会
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ボ
ー

ル
を
打
ち
な
が
ら
楽
し
そ
う
な
声
が
飛
び
交
い
、

元
気
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ま
で
あ
ふ
れ
で
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

大
橋
　
由
美
子
さ
ん

2
6
歳
　
水
巻
町

お
ん
が
自
動
車
学
校
指
導
員

吉葉－

秋
か
ら
久
、
に
か
け
て
夜
空
は
星
が
．
屑
紐
・

き
ま
す
。
日
録
の
妬
き
ー
な
私
は
こ
の
時
期
に
星

鹿
を
見
る
の
か
大
好
き
で
す
。
そ
う
い
え
ば

獅
子
臓
流
星
群
が
3
3
年
ぶ
り
に
訪
れ
、
日
本

中
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
流
星
群
を
見
よ
う
と
私
も
早
め
に
睡

眠
。
午
前
3
時
に
目
覚
ま
し
の
音
で
飛
び
起

き
」
、
い
ざ
悪
貨
烏
へ
。
し
か
し
、
外
は
爪
一
り

で
雨
も
パ
ラ
パ
ラ
と
降
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

し
て
も
流
星
を
見
た
い
私
は
諦
め
き
れ
ま
せ

ん
。
よ
し
。
私
は
ひ
と
り
志
積
比
か
ら
北
九

州
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

流
星
醇
が
ピ
ー
ク
の
五
十
前
4
時
、
遼
如
具
ま

で
戻
っ
て
き
ま
し
た
が
、
以
前
と
し
て
愛
り

で
す
。
諦
め
て
な
る
も
の
か
と
都
雷
同
速
で

一
気
に
門
司
へ
。

和
刈
公
図
に
到
耗
す
る
と
、
時
刻
は
、
も
う

．
千
品
別
5
時
で
す
。
束
の
空
に
星
は
白
や
え
ま
す

が
、
曇
の
あ
い
ま
に
何
個
か
見
え
る
だ
け
で

ど
れ
が
獅
子
唾
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ボ
ー
ッ

と
空
を
眺
め
て
い
る
と
再
び
裟
だ
ら
け
に
。

一
台
、
一
；
市
と
十
や
は
と
ん
と
ん
購
っ
て
い
き
ー

ま
す
。
私
の
甫
i
が
最
後
の
一
台
に
な
っ
た
と

き
、
娘
の
雲
を
眺
め
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

「
次
に
操
る
3
3
魚
i
後
に
は
自
分
の
手
と
も
が

私
く
ら
い
の
茂
な
ん
だ
ろ
う
な
あ
。
そ
の
時

は
耽
‥
れ
る
と
い
い
な
」
。
な
ん
だ
か
虚
し
く

な
っ
て
さ
ー
ま
し
た
。
東
の
空
も
明
る
く
な
っ

て
い
ま
す
。
只
今
の
時
間
は
午
前
6
時
。
そ

「
鷹
儲
潜
航
。

（ハマ）


